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         その他のネットワーク、連携・協働 
          学校運営協議会（ソーシャルワーク外のためその他に分類）
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図２　ネットワーク概念と四者協その他の子ども家庭福祉領域のネットワーク
79
ⅰ 松岡は①相互作用性（関係性）は成員同士
は相互に作用しあっているということであ
り，現象の原因や結果は相互作用しあう関
係の全体に求められるとする。②成員の自
立性（主体性）は関係の網中にある個人や
組織であり，関係を形成し，維持して変容
していく主体者として描かれる。行為主体
の自立的，主体的な判断をその行動によっ
てネットワークが運営・維持され，自らの
ネットワーク全体を自らコントロールする
ことである。③成員の対等性（多中心性）
は相互に対等であり，反ヒエラルキカルな
構造を持っている。現実のヒエラルキカル
な組織や環境に対する不満と現状打破への
期待が込められている。そのため機関や代
表者の役職によってその発言の扱いの軽重
などがあってはならない。④資源交換性と
はネットワークを構成する成員間で資源が
「交換」されることである。変換とは行為
者の間で互いに満足の源泉が相手の行為者
であるような相互行為のことであり社会的
交換でもある。また資源の交換はソーシャ
ルサポートと表現することもでき具体的に
は「情報」「助言」「支持」「技術」「サービ
ス」のことである。一方的に受け取るだけ
ではなくこちらからも提供するようなあり
様を想定している。⑤成員の多様性とは質
的な多様性と量的な多様性に分けられる。
多様なニーズを抱える利用者へのサポート
には，質的に多様な成員が関わることで成
果が上がると考えれるものの，多様性はポ
ジティブな側面だけではなくマイナスの方
向性も含まれている。
ⅱ 児童部会は東京都段階に各市町村から1名
ずつ所属し，継続して子ども家庭領域の研
修を実施していく仕組みである。東京都段
階と同様に基本的には区市町村でも各部会
を開催し，部会長が東京都に参加して，各
地区の独自の取り組みや領域ごとの時宜に
あった研修を受講して民生委員・児童委員
活動に資することになっている。他の福祉
領域の部会も実施している。
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